Practical study of retrieval algorithm for both aerosol optical property and reflective property for ground surface from satellite imagery : Validation of accuracy for retrieval algorithm of reference albedo map for MODIS imagery with ASTER spectral reflectance library by 朝隈, 康司 & ASAKUMA, Koji
2010年度CEReS共同利用研究発表於2011年2月21日
r 
＼ 
はじめに
衛星画像を用いた大気エアロゾル光学特性と地表面反射特性の同時導出アルゴリズムの実用化
Practical study ofretrieval algorithm for both aerosol optical property and reflective property 
for ground surface from satelite imagery 
継続：分光反射率ライブラリによる地表面反射率マップの精度向上
Validation of accuracy for retrieval algorithm of reference albedo map for MO DIS出1agerywith ASTER spectral reflectance library 
朝隈康司
東京農業大学生物産業学部
・これまでに、地表面を各種正規化指標（NDVI、NDWI、NDSI)を用いて、「舗生J、「水・雪氷」、「土蟻J,r都市部Jの4つのカテゴリに組〈分類（大分類）し、ASTERの spectrallibrary、およ
ぴ、土壊と植生の組み合わせにより作成したミクセルアルベドと比較しながら地表面被複を特定し、多照アルペドの導出アルゴリズムを開発してきた。
・昨年度までに、分類精度向上のため各チャンネルのヒストグラムから特徴的な反射率をもっ範留を抽出することにより、新たな大分類方法を提案した。
・また、この分類アルゴリズムの精度確認のため、地表萄被覆がある程度わかっている東京農業大学生物産業学部周辺の網走地械を対象に、 MODISデータを分類して、その経年傾向
と季節変化の検liIを開始している。
これまでの地表面参照アルベドの導出アルゴリズム
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DigualNum加 各チャンネルの特徴範囲の中央値と、
MODISの各チャンネルのヒストグラム 分光ライブラリ中のメンバを比較し、ス メンバの存在しないグルー プに
から、釜分および2階量産分によって特徴 ベクトル形状の額似したメンバを分頬 l立、分光ライブラリから逆引きで
範砲を抽出．金チャンネルの特徴範囲 グルー プとして割り当てる。このときメ 類似度の高いメンバを割り当てる．
を組み合わせて、分類グループを作成。 ンパが存在しないグループが作成され
る可能性がある。
ピクセルの属するグル プーの中から、
最小二重量法でピクセルの各チャンネ
ルのアルペドとメンバのアルベドを
比較し、Aも一致するメンバのアル
ベドをピクセルのアルベドとする。
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分光反射準ライブラリの例
分類クラスとメンバ
植生 conif<町（針葉樹），decidous（広葉樹），g目指（牧草）, dry grass （枯れ草） ミクセル（左のメンバーの反射率を 10%～90%の割合で混合）
土犠． enti回I（朱熱土綴），andisol（黒泥土場）×2、molli回1・×3（草原土寝入incep白田I（風化していない堆積土筆），
aridsol・×4（乾燥赤土犠），alfisol（軍基林土袋入
g出S聞ddry grass x 9, gr踊sand mollisol・×9,grass and aridisol・X9,gr田sand alfisol x 9,
grass and w副crx9,mollis。land wat町mixclX9, 
人工物：tarx 2, asphalt x 3, concre回x4, as-con, teracota tile mollis。tand frost x 9, snow and w副首×9（海上の窓、海氷を忽定）
雪氷： ice, water, snow x 3，台関t ・ASTERLibraryに含まれるが日本には存在しない
これまでの分類傾向と問題点
• ASTERライブラリlこは、日本に存在しないmollisolや剖dsolが含まれているが、これらに分類される繍合が多かった。
・また、網走地織は畑作地が多いため、g百ssと土織のミクセルを滋備したが、coniferと土織の混合に分領される渇合が多
かった．
・この原因としては、繍生は可視・近赤外爆に特徴をもつが、組主主と土織の混合ミクセルは、近赤外減および短波長赤外の
反射寧の特徴が過大に評価され、大分類時のクラスが本来所属すべきクラスとは異なるクラスに割り当てられ、最終的なメ
ンバに対して餓分類を引き起こしていたと考えられる。
・右の例i立、drygrassが、soilに額分類された例．
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・これまで、ASTERライブラリを正として、MODISで観測されたスペクトルドれに割り当てる手法をF ト ノ4さど い
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・サンプリングの方法は、これまでの手法で援分類の多かった畑作地減を対象に、場所が特定できる 可制M ... l.l> l曲 畑帥 岬 市 川
コムギおよびビート圏場および、収穫後の土犠の3種類に対して、2010年の函像から無作治1::30画 h 町陶酔仰｝ 鴨川......刷
紫をサンプリングした。
』 図 MODIS扇像より作成した畑作臨場ライブラリ 図.ASTERライブラリ中のGrasとRoam
・右上の左図にサンプリングされた、コムギ、ビートおよび収穫後の土捜のスペクトルを示す。右上右のASTERライブラリ中のグラスと比較すると、とくに近赤外（860mn）で
の反射率が小さいことがわかる。また赤色（650nm）の反射率が、ASTERライブラリのグラスと比較して大きく緑色（550nm）との差が小さい。土織に関しては、 ASTERライ
ブラリのDarkSilty Roamのスペクトルによく似ていることがわかった。
・以下に、これまでの分類方法と、サンプルにより作成されたスペクトルおよびこのコムギとピートのスペクトルと土緩から作成したミクセルを追加したライブラリから分類した
結果を示す。これまでの分類方法と比較して、原画像（Truecolor image）に近づいていることがわかる。
・今後、分類精度の検恒と、その他の地表面被覆のライブラリを追加していく。
True Color これまでの分類方法 改良後の分煩 True Color これまでの分担買方法 改良後の分煩
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